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■計画の役割

■計画の期間

この計画は、郷土“とちぎ”の中長期的な将来像を描き、その実現に向け、県民の皆さんと共有
すべき基本的な考え方や目標を明らかにするとともに、政策や施策の展開方向など、今後５か年間
に県が行う仕事の進め方等をお示しする県政の基本指針です。
また、これからの“とちぎ”づくりを進めるためには、何よりも200万県民の力の結集が不可欠
であり、県民や企業、各種団体、市町村など、すべての“とちぎ”づくりの担い手が一緒になって
考え、そして行動していくための共通の目標を示すという役割を併せ持っています。

この計画は、21世紀初頭の県政の基本方向を描き、その実現に向けた平成18（2006）年度を初
年度とする平成22（2010）年度までの５か年間の計画とします。

【第1部】めざす“とちぎ”の姿�【第1部】めざす“とちぎ”の姿�

【第2部】県政の基本方向�【第2部】県政の基本方向�

第1章“とちぎ”を見る�

第１章　重点テーマ（政策分野を越えた重点的な取組）�
�

 第３章　新たな自治の基盤づくりのために（県が率先して取り組むべき事項）�

第2章“とちぎ”を動かす�

1 “とちぎ”の可能性・潜在力�
2 人口、経済などの見通し�
�

第２章　基本政策（政策・施策の目標、現状と課題、施策の展開、成果指標等）�

基本目標1　知恵にあふれ心豊かな人づくり�
基本目標2　いのちをやさしく見守る社会づくり�
基本目標3　確かな技術と創造性に富む産業づくり�
基本目標4　快適でにぎわいのある交流地域づくり�
基本目標5　安心のくらしを支える環境づくり�

第2節　“とちぎ”のかたち�第1節　時代の潮流�

第1節　“とちぎ”の将来像�

1 “とちぎ”づくりの基本姿勢�
　～「新たな“公（おおやけ）”を拓く」～�

（1）県民一人ひとりが主役の“とちぎ”�
（2）県民が協働する“とちぎ”�
（3）地域が自立する“とちぎ”�

2  5つの基本目標�

（1）知恵にあふれ心豊かな人づくり�
（2）いのちをやさしく見守る社会づくり�
（3）確かな技術と創造性に富む産業づくり�
（4）快適でにぎわいのある交流地域づくり�
（5）安心のくらしを支える環境づくり�

第2節　 将来像実現のために�

第3節　県土の姿・とちぎデザイン�

（基本目標ごとの5か年間の実施計画）�

１ “とちぎの人間力”を高める�
２ 社会全体で子育てを支える�
３ 個性あふれる地域を創る�

１ “県民との協働による県政”を推進する�
２ “地方分権時代をリードする県政”を推進する�
３ “効率的で効果的な県政”を推進する�

【第3部】“とちぎ”づくりプログラム（概要版では省略）�【第3部】“とちぎ”づくりプログラム（概要版では省略）�

■計画の基本構成

【 計画を活用される皆さまへ 】�


